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評価について（現状と課題） 

 

【事業の達成状況について（現状）】 

施策指標としている定期監査の指摘件数は 24 件で、平成 30 年度に比べ 1 件減少し

ています。引き続き、監査計画に沿って、適切に各事業を実施していきます。 

 

 

【達成できた（できなかった）要因についての分析（課題） 

  各課担当者の業務経験不足からと見られる不備や誤りのほか、決裁者、確認者側の

チェック漏れと思われるものが多かったことが課題となっています。 

今後の方向性 

 

【政策・施策目標の達成に向けた今後の方向性について】 

  事業全体は、順調に進捗しており、継続して進めていきます。その中で、施策指標

としている定期監査の指摘件数は若干の減少は見られますが、指摘事項の是正につい

て、各関係部局と連携を図るとともに、前年度指摘事項のあった課かいについては、

フォローアップを行い、財務事務等のミスの再発を防止し、適正で効果的な事務執行

を確保します。 

  令和元年度は、前年度に引き続き、常勤職員の半数が異動したことにより、監査の

実務経験が浅い職員が増加しました。適切かつ効率的な監査・検査を実施するために

は、担当職員の更なるスキルアップが不可欠であることから局内ミーティングでの情

報共有や実務経験が豊富な職員との実査などのＯＪＴ等を通じ監査能力の向上を図る

とともに、専門性を高めるため職場外研修への積極的な参加に取り組むなど、職員一

人一人の資質の向上を図ります。 

  令和元年度は、監査委員が定める茅ヶ崎市監査委員基準を策定し、公表しました。

今後も国の動向を的確に捉え、監査・検査等を適切に行い、市の行政執行の適法性、

効率性、妥当性の維持、確保に努めます。 

 


